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ジェファソンからマンヘ

ーアメリカ教育思想形成過程に関する一考察一

ＦｒｏｍＪｅｆｆｅｒｓｏｎＴｏＭａｎｎ

－Ａｓｔｕｄｙｏｎｔｈeprocessofdevelopmentof

Americaneducationalthought-

森田希一
磁允ﾉbノMilが/ａ

遠藤克弥

Ktzts妙αＥ,OdD

InAmericanhistory、ｔｈｅｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍｔｌｌｅｅｎｄｏｆｅｉｇｈｔｅｅｎｔｈｃｅｎｔｕｒｙｔｏｔｈｅｍｉｄｄｌｅｏｆ

ｎｉneteenthcenturywastremendouslyimportant；ａｔｔｈａｔｔｉｍｅ，Americanscutthebonds

withEuropeａｎｓｏｃｉｅｔｙａｎｄｂｕｉｌｔｕｐｔｈｅｉｒｎａｔｉｏｎ･Ｌｉｋｅｓｏｍｅｏｔｈｅｒａｒｅａｓ，educationwas
consideredoneofthemostessentiale1ementsｆｏｒｔｈｅｎｅｗｎａｔｉｏｎａｔｔｈａｔｔｉｍｅ，ａｎｄｓｏｔｈｅ

ｒｏｌｅｏｆｅｄｕｃａｔｉｏｎｗａｓｓｅｒｉouslydiscussedbypoliticians，educators，andcitizens・Ｍａｎｙｋｉｎｄｓ

ｏｆｉｄｅａｓｆｏｒｅｄｕｃａｔｉｏｎａＩ)peare(ＬＩｔｍｉｇｈｔｂｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｈａｔｓｏｍｅｏｆthembecameilnportant

ideas，basictomodernAmericaneducEltioｎａｌｔｈｏｕｇｈｔ・IIowever，strangely，ｔｈｉｓｐｅｒｉｏｄｉｓ

ｓｔｉｌｌａｍｂｉｇｕｏｕｓｉｎｔｈehistoryofAnlericaneducationalthought・Ｔｈｕｓｆａｒ，ｅｎｏｕｇｈｓｔｕｄｙ

ａｂｏｕｔｔｈｅｐｅｒｉｏ(］ｈａｓｎｏｔｂｅｅｎｄｏｎｅ・

Ｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｒ，nrst，ｗｅｄｉｖｉｄｅｔｈｉｓｐｅｒｉｏｄｉｎｔｏｔｈｒｅｅｓｈｏrterperio〔１s，becauseeachofthese

periodsexistedinastreambuthadadifferentcharacteristic：(1)theperiodoflndependence

(1770～1800),（２）theperiodofGroping(1800～1830)､ａｎｄ（３）theperiodofPractice（1830～1850)．

Second，ｆｒｏｍｔｈｅｖｉｅｗｐｏｉｎｔｏｆｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆAmericaneducationalthougllt、wetryto

investigatethedifferencesandsimilaritiesofthecharacteristicsofthethesethreeshort

perｉｏｄｓａｎｄｓｅｅｈｏｗｔｈｅｒｏｌｅｏｆｅｄｕｃａｔｉｏnwasconsideredineachperiod．

｢自由｣，「平等｣，「人権」の尊重の上に成立したいわば

民主主義的な社会の基本理念を，例えば，コンドルセが

構想したように，教育を考えて行く上で配慮すべきであ

るとする点である。’）

近代社会の共通項ともいえるヨーロッパからのこの二

つの特質を受け継ぎながら，そして，アメリカ固有の自

然的，精神的（宗教的）土壌，あるいはまた国家建設の

絶対的必要性などを背景として，アメリカにおける教育

思想はその出発の当初から次のような基本的特徴を備え

ていたと言える。llllち，一方においてIlIilと人の「自由」

や「平等」を教育を通してどう実現するかの課題を担い

ながら，他方において教育は，単に一つの家庭，－つ教

室の中の問題ではなく，同時に（形成途上にある）国

家・社会との関連の問題，即ち子供の成長や，幸福の実

現への配感が，同時に国家・社会の維持，繁栄を実現す

るものでなければならないという課題認識の下に考えら

はじめに－教育思想研究の視点

１８世紀後半，アメリカはイギリス本国から独立した。

これを起点としてアメリカは，理念的にはそれまで依存

していたイギリス，あるいは広義には三一口シバ世界と

の紐帯を断ち，以後独自のものの考え方，習慣，制度，

文化価値体系を求めていくようになった。これは，教

育においても同様なことであったが，アメリカの教育に

はその出発点において，即ち18世紀後半において，次の

二つの点に関して，ヨーロッパから継承したものがあ

る。第一点は国家・社会の形成の手段としての教育の役

割の認識，即ちより善い国家・社会建設のためにそこで

必要とされる（有能な）国民を形成すべく国民教育制度

を創設することの必要性である。第二点は啓蒙思想の影

響である。モンテスキュー，ロック，あるいはルソーな

どによって唱道された近代社会の原則，即ち個を人の
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やや断片的，大づかみな試承に終始してきた傾向があっ

たからである。ジェファソンらによって初めて展開され

たアメリカ独自の教育論が次第に成熟をみてゆく一方

で，ヨーロッパからの移入された教育思想が様上な形で

同化されていき，やがて，マンの時代の教育的実践を生

んでいく。無論，社会的，経済的にも多くの変動があっ

た。この時期は、その意味で大きな歴史的推移，展開が

アメリカの中で行われた時期であった。だが，アメリカ

教育に関する研究の全体的趨勢として，ジェファソンか

らマンまでの間の思想史的脈絡が暖昧だったり，そこに

間隙が生じたりして，その後のアメリカ教育思想，実践

に大きな影響を与えた思想形成期と言う意義ある時期で

あるにもかかわらず，この期のアメリカ教育思想に関し

て，その内実，思想史的文脈が不明瞭なままに経過して

きた。フランス革命がロック，モンテスキュー，ルソー

などに代表される（啓蒙主義的）思想的背景を一因とし

て，勃発したという解釈を行うことが可能な様に，コモ

ン・スクールの拡大・普及も，独立宣言，そしてその後

の国家の発展を支えたジェファソソを初めとする当時の

共和主義的思想が背景となり，人々の中での問題意識の

深化，精神的成熟が段階を経て，次第に行われた結果と

見るのは決して的はずれではなかろう。

そこで今回は，幾分試論的ではあるが，歴史的な流れ

に沿って，①｢独立革命期」（約1770-1800)，②「模索

期」（1800-1830)，③「推進期」（1830-1850,60）とい

う３つの時期に分けて，アメリカ独自の教育思想の発展

を考察することにする。
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れたのである。

我々はこのアメリカの教育思想の二つの特徴の持つ教

育学的意義を次のように理解し，本稿の理論的支柱とす

る。これら教育における二つの特徴の有する問題性が，

単にアメリカ建国当初固有のものとして認識されるに限

ったことではなく，深く今日の近代社会における教育的

課題を背負っていると考えられるからである。教育は本

来「子供を善くしよう」という意欲，情熱から生まれる

営為であろう。そういった教育認識においては，かつて

ペスタロッチーが実践したように優先的に子供自身の持

つ「善さ」が信頼され，尊重されることを多くの者が願

う。しかし，国家の建設，変革をI1的とした枠組糸の中

で主宰される教育においては，このアメリカの建国当初

のように，子供（被教育者）への配慮を優先的仁尊、す

ることができなくなる。即ち，そこに国家・社会を善く

すると言う関心が全く表裏の関係で包含されてくるので

ある（あるいは本来，そこに出発点があるともいえる)。

それゆえ教育は，言わば「子供への関心」と「国家・社

会への関心」という時に矛盾し合い，時に協合する二つ

の関心の間に生じる緊彊，妥協，調整に支えられながら

成立・発展していくのではないだろうか。ジェファソン

にしても，マンにしても基本的には，この「国家・社会

への関心」と「子供への関心」という両面価値的とも言

える二つの関心をどう調整し，どう乗り越えていくかと

いう課題を背負って教育を構想していったのである。

無論，アメリカの教育思想をこの視点から論じること

が果たして妥当か否かは一考を要するであろう。例え

ば，アメリカ固有の問題としては，キリスト教や当時の

政治体制，諸々の社会問題，あるいは産業構造の変化な

どの視点から論じることがしばしばなされる｡2）しかし，

｢近代」という枠組糸の中で教育を考えていく時，アメ

リカの承ならず，ヨーロッパにせよ，日本にせよ，基本

･的にはこの教育をめぐる二つの関心は決して無視して通

ることの出来ない普遍的課題であったと言わざるを得な

いし，それは今日なお引続く様々な教育的諸問題の歴史

的起源をなすと考えられるのである。

以上の観点にたってか我々は本稿において，アメリカ

独立期の1780年頃から1850年，６０年代，即ち，マンやパ

ーナードの指導したコモン・スクールの運動が，実際に

-その成果を現わし始め，普通教育が普及していくまでの

時期に関心を集中させて,この時代の教育思想の代表的

_担い手を取り上げつつ，時代的な背景の考慮と共に，そ

の基本的な特徴，性格の整理を試みる。何故,この時期

なのか｡それは，従来,この時期の教育思想的研究が，

1．独立革命期

アメリカの独立711【命期は「独立宣言」（1776）や「権

利の章典｣(1789）などにうたわれたように，理念的には

イギリス，あるいはヨーロッパ世界と言う既成の文化，

価値体系からの分離を意味していたが，なおも実際には

その「既成」の臭いを残しながら，ジェファソン(1743-

1826）のようなアメリカで生まれ育った二世または三世

たちが同時に，全く新しい文化，価値体系を自ら創出し

ていこうとした時期である。その意味で，アメリカにと

って－つの国家とliilMjiに，国民さえも形成されつつある

いわば実験的な時代であったと言える。そうした状況の

中で，政治的には，ジェフアソンを中心にして，共和制

国家，即ち，君主制や専制政治をあくまでも否定する所

の，国民が主体となった民主主義社会のための政治形態

の形成に向けて，進路を取り始めた時期であった。

この様な時期に，数々の国民教育制度案が提唱された
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する，いわば，社会的秩序を維持するという国家に課せ

られた問題に直面していた事は言うまでもない。それゆ

え，教育には「個人的役割」よりも「社会的役割」が期

待され，公共性，社会的有用性などの観点から論じられ

る傾向があった｡7)例えば，ラッシュは，「生徒は彼自身

のものではなく，公共のものであると教えられなければ

ならない｣8）と要求しまた，ノヅクスは国民教育の目

的は知性の改善と論技芸の達成であり，それによって

「社会のil11i祉，繁栄，幸補」がもたらされることを説い

ている｡，)あるいは，共和国政府がアナーキーになるこ

とを恐れたウェプスターは、人民の道徳の育成が政府の

基礎を成すとして，かかる観点のゆえに「教育の良い制

度が政治の法典の第一条になるぺきである」と断言して

いる。'０）

このようにこの時期の教育論が，論者間で多少の違い

は見出だせるものの，総じて一方において教育に対し，

明らかに生徒に愛国心を教え，アメリカ国民としての自

覚を芽生えさせる社会的統合力としての役割，そして，

国民の知的啓蒙による共和制国家の形成維持のための役

割を期待しているように思われる。即ち，教育が「国家

・社会への関心」から優先的に論じられていたことにな

る。

しかしながら，この時代の教育論者の教育への期待

は，もう一つの側面を有していないだろうか。即ちその

側面とは，ジェファソンに見られるような教育の個人的

役割，つまり，被教育者個人の成長と幸福を目的とする

教育への期待である｡１１）ジェファソソは周知のJ如く，

｢私は教育の普及を人間の条件を改善し，美徳を助長し，

幸福を促進するために最も頼りになる手段だと考えてい

る」と断言しており，１２）Ｊ・ワゴナーも指摘するよう

に，彼健当時のアメリカで最初に教育を人間個人の自由

と幸福を守る道具（instrument）として位置付けた人物

なのである｡１３）彼は，一方において教育が国家・社会を

善くすると言う関心を持ちながらも，根本において国民

個人（被教育者）の生活の改善，そして自由と幸福の獲

得の為の重要な役劉，即ち教育において極めて個人を尊

重する立場にいたのである。

他の論者連はどうであろう。スミスは「自由は国民個

人の知識に依存する｣'４）また「市民は啓発されることに

より，其の意味における自由人となる｣'`）と述べるよう

に，教育は幸福という大きな利益と深く結びついている

とする。またノックスは，適切な教育こそ個人の幸福を

維持する，即ち教育によって人間の知的諸能力が改善さ

れ，それによって合理的知的存在としての人間の最高の

のも，目前にあった国家建設の絶対的必要性の故に，人

々の教育に対する期待が当然大きいものになったと言う

ことから容易に説明される。その股も顕著なものは，ジ

エプアソンの「知識の一般普及に関する法案」（1779)，

「ヴァージニア覚書」（1781）などに代表される一連の

諸案であろう６また，この時代において他にも医者で教

育家であったベンジャミン・ラッシュの「ペンシルヴァ

ニア州における公立学校の設悩と知識普及に関する計

画｣，平等主義教育論として有名なロパート・コーヲムの

「政治的探求，附・全合衆国にあまねく学校を設けるこ

とについての案｣，またサミュエル・ハリソン・スミス

の「教育論，徳と知の密接な関係についての解明」など

の諸論文が相次いで提出されている。更に牧師のサミュ

エル．ノックス，マサチュウセッツ州の知事であったジ

ェイムス．サリヴァン，有名な辞書編集者のノア・ウェ

プスター，フランス出身のデュポンの教育論等も忘れる

ことができないだろう。

これらの諸案の中でも，ジェファソンは「ヴァージニ

ア覚書｣の中で,｢人民こそ政府唯一の受託者なのである｡

しかも,人民を安全にしておくには,彼らにある程度の教

育が必要なのである｡｣⑩と主張し，また「知識の一般普

及に関する法案」では,｢一つの政治形態を暴政へと変え

てしまうことを予防できる最も効果的な方法は，民衆一

般の知性をできるだけ実際的に啓蒙することである｡｣の

と述べ，そのための全ての国民が平等に受けることので

きる公教育制度を要求した。即ちジェファソンは，この

時代のアメリカが有すべき，政治形態として共和制を支

持し，その共和制国家を形成，維持する重要な役割とし

て教育制度を提案したのである。

この点に関して，他の論者においても大差なかった。

例えばラッシュは,論文の中で｢我々は,生徒に共和制の

義務を教え込むとともに，一方共和制の諸原理を吹き込

むことを忘れてはならない。生徒は，永続的な自由が共

和国においてのみ可能であること，また政治も他の全て

の学問と同様に進歩的な性格のものであることを教えら

れなければならない｣5）と断言している。またコーラム

は，共和国の存続には二つの取りきめが必要不可欠であ

るとして，土地の分配や，相統ilj1渡に関する原理に力Ⅱ

え、知識を獲得したり，世任ある地位の地Mjとなる機会

を全ての市民に与えるような教育制度が必要であると述

べている｡8）

同様に，この時期の教育には，新しい国家が形成され

つつある過程において，多様な社会的背景と条件，相争

う忠誠心，更に異なる言語さえ持った人とを国民に統一
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幸福をも助長すると述べる｡'6)更にラッシュは，「教育

(学問）は自由にとって役立つ｣'7)，また「教育は行儀作

法にとって有益であり，そして学問は教養を促し，社交

と談話の喜びを助長する｣１８〕とも指摘しているのであ

る。このように他の論者達は，ジェプァソンほど教育に

ついて「個人」に重きをおいて明砿には論じていない。

しかし，ある程度共通して，教育によって個人の自由と

幸福が実現され，維持されるという教育の可能性，人間

の極めて個人的なかかわりを認めていた。

全般的にこの時期の論者達に共通することは，即ち１８

世紀当時の啓蒙主義的思潮の特徴とも言えるが，古い習

慣や専制的な制度など，それ以前の古い束縛からの解放

を求め，人間性への信頼，人間の無限の可能性への全幅

の信頼に支えられていた。つまりどの論者の中でも，

彼等の櫛想した然るべき教育が実現されれば，然るべき

個人が育成され，その結果然るべき国家・社会が出来る

という「個人」と「国家・社会」に対する考え方が何の

矛盾もなく，自然に両立して存在していたのである。そ

れゆえ，例えば，教育の個人的な側面における個人（被

教育者，子供）に関して次のような問題が残る。即ち，

この時期に提出された全ての国民教育制度案が，いずれ

も初等中等教育段階のいわゆる子供逮だけを対象として

いるのではなく，高等教育，そして国家全体に対する教

育制度の役割まで一度に述べようとしている。故にいず

れの論も，各人の子供観や教育方法論に関して不明確な

点が多い。無論，前述したように，当時はロック，ルソ

ーなどの啓蒙思想の影響が強いはずであり，いまだに存

在していた生来的に悪である子供は，厳しい規律と服従

によって訓練されるべきだとするピューリタン的な子供

観を否定しようとする所の，より解放的な子供観が主流

であったと思われる。しかし，反面，方法論的な面にお

いては，スミスは暗記を中心に行うべきだとしている

し,'9）ジェファソンも「ヴァージニア覚書」の中で「子

供にとって記憶は，印象の中で最も敏感であり忘れがた

いものである。特に言語の学習は主に記憶の作業である

から，この時期の能力に明らかに適していると思われ

る｡｣20）と述べるように，解放的な子供観とは逆行する

ような現実があり，方法論においては極めて古典的，且

つ，無批判的であったように感じられる。

教育は子供を被教育者とする。それゆえ，方法論にお

いても教育の対象たるぺき被教育者（子供）が一体どの

ような性質を持つのか，そして，それをいかに教育上，

配慮していかなければならないか。この事は教育を考え

ていく上でも重要な問題である。この時期の論者にあま
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りこのような問題意識がなかったことは，彼らの教育構

想がアメリカ教育思想の出発点としての基本的な理念に

はなりえたもののそれが，やや楽観的とも言える理想論

に終わっていることを暗示してはいないだろうか。彼ら

の教育論は，理念的には次の世代に継承されていったも

のの，実際はまだ国民教育を実施するには時期尚早であ

り，実現をみないままであった｡2'）我々がここで指摘し

た問題が表面化してくるのは次の時代まで待たなければ

ならない。

２．模索期

さて以上のような独立革命期における教育思想の傾

向，即ち国家・社会の激動期と18世紀啓蒙思想が求めた

古い束縛からの解放という二つの大きな要因が背景とな

って，新しい共和国の形成・維持のための教育（国家・

社会を善くしようとする関心）と，他方における個人

（被教育者）の成長と自由･幸福の実現のための教育（子

供を善くしようとする関心）という二つの関心に立った

教育がある意味で共存した状態が，どの様に継続または

変化したであろうか。通常これまでの多くのアメリカ教

育史または思想史の上では，ホーレス・マン，パーナー

ドらの公教育運動の時代（19世紀中頃）が，独立革命の

直後に位置付けられている。しかし，その間の19世紀当

初には，独立革命期と時代的に共存するかのように，そ

して独立革命期の思想が消え去る頃にはその後を受け継

ぎ，マンらの時代にその影響を残すかのように存在して

いた時期があると我々は考える。前後の時期に比べる

と，その内容はやや多彩，多様で性格付けが難しいが，

アメリカ教育思想形成上，非常に意味ある時期である。

それを，例えばワーレン・パットソ等はいユートピアン〃

の時代と呼んでいる｡22）この場合，帆ユートピアン〃と

は，ヨゼフ・ニーフやロパート・オーニンらの教育実験

をさしているが，アメリカ教育思想形成の上から考慮し

た場合，必ずしもこの時期の顕著な動きを彼らだけに限

定するのはやや難があるように思われる。それゆえ，我

をはもう少し包括的な意味においてこの時期を｢模索期」

ととらえ直し，二つの視点よりそれを解明して難たし､。

最初は前述のユートピアンらの活動を中心としたペスタ

ロッチー思想の導入であり，二つ目はニューヨークを中

心としたクリントンらの活動である。

（１）ユートピアンとペスタロッチー思想の導入

この時期，代表的なユートピアンは二人いる。まず，

一人はヨゼプ・ニーフ（1770-1854）である。彼がペス
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タロヅチーの助手としてスイスのプルヅクドルプで働い

ていた時，スコットランドの生れで，ビジネスで成功

し，やがて若いアメリカに魅せられたウィリアム・マク

リュア（1763-1840）が，スイスのベスタロッチーの学

校を訪問し，ペスタロッチー主義の強い支持者となり，

アメリカにペスタロッチー主義の学校を設立しようと考

えた。そこで，マクリュアはベスタロッチーを訪問し，

弟子の中から相応しい人物を紹介してくれるように願

い，紹介されたのがヨゼフ・ニーフであった。まもなく

ニーフは1806年アメリカに渡り，1808年開校に先立ち

『教育の計画と方法についてのスケッチ」という書物を

出版し，ペスタロッチーの教授法を紹介している。そし

て，マクリュアの援助により，1809年フィラデルフィア

近くにアメリカ最初のペスタロッチー主義の学校を設立

した｡28）

ニーフは，ペスタロヅチーヅルソーにならい，子供は

決して小形の大人ではなく，子供固有の発達，成長の段

階に従って徐々に能力を展開してくる。それゆえ教育

は，教師からの権威的な押し付けではなく，子供の自然

の好奇心と道徳的感受性を伸ばしてやらなければならな

いと考えた。そして，人間の知細は具体的，物理的な物

の感覚的印象を通して成立するというペスタロヅチーの

認識観，またフランスのコンディヤックの影響から，理

論と実践の密接な関連の重要性を知り，そうした教育

観，子供観を基底に彼のここでの教育実践が展開した。

書物によって提供される間接的な教授ではなく，直接経

験による実物教授，即ち，数え方，読永方，綴り方，全

ての学習が子供の日常生活の材料をめぐって繰り広げら

れる実物教授が展開された｡2‘）それは，教育を子供が良

き健全な環境の影響のもとで自然に発達を遂げる優しい

楽しい過程と考えたペスタロヅチー主義の実践であっ

た。後年，教え子の１人が次のように振り返っている。

「我との野外活動は興味深いものだった。冬でも夏でも

帽子をかぶらず，多くの子供が裸足で歩いた。同様に，

帽子をかぶらない我Ａの教師は，付近の田舎に遠足に連

れていってくれたが，その間，農業，植物学，鉱物学な

どについて楽しく話してくれ，また，道沿いにある小麦

畑，庭園，岩や小川を使ってそれらの実際の例証を示し

てくれた｣｡25）

もう一人のユートピアンは,ロパート･オーニソ(1771-

1858）である。オーエンは，ジェファソンが農業社会を

心に描いたのに対し，時代的に工業社会を想像した｡2`＞

イギリスの紡績工場の支配人として働いていたオーエソ

は，工場を中心とした理想的なコミュニティの形成に

努め，そしてその中での重要な要素として，教育の役割

を考えたのであった。ゆえに，最初は彼は，工場で働く

労働者達の状況の改善の一つの手段として教育に関心を

抱いた。その後彼は，工場で働く子供達の生活改善に特

に注目し，スコットランドのニュー・ラナークに労働者

の子弟のために性格形成学院（Newlnstitutionofthe

FormationofCharacter）と幼児学校(Infantschool）

を設立し，彼らのための教育を開始したのである。オー

エソはこの世にあるほとんどの善と悪，そして幸と不幸

の原因は教育にあると信じていた。即ち彼の教育に対す

る考え方は，個人はまず，第一にその個人の有する環境

によって作られる。それゆえ，正しい教育と生活状態が

与えられることによって善人が作られ，幸福が実現され

るという信念に明らかに依拠していたのである。このこ

とから彼は，教育を社会改革を達成するに必要不可欠な

重要な一つの手段であると考えていた｡27〕

1824年オーニンはアメリカに渡った。そしてインディ

アナ州に30,000エーカーの土地を購入し，ニュー・ハー

モニーと名づけ，そこを彼のユートピアの中心と定めた

のであった。そこには当然，学校が設立ざれぺスタロヅ

チーの思想を反映した(Ｗ･パットンはオーエンもペスタ

ロヅチーの影響を受けていたと指摘している)28）プログ

ラムが展開されたのであった。そしてニーフがアメリカ

で初めてペスタロッチー主義の学校を設立して以来15年

後の1824年に，オーエンはニュー・ハーモニーでマクリ

ュアに出会ったのである。その後このオーエソの学校

は，マクリュア，ニーフ，あるいはやはりマクリュアの

招きでアメリカでペスタロッチー主義の学校を開いてい

たフランス出身のマダム・フルタジョらの援助により実

験学校として運営されたのである。

オーニン，ニーブあるいはマクリュアらニュー・ハー

モニーの担い手達には共通して教育，即ち子供一人一人

の改善，によって社会改良は遂げられるというコンセ

ンサスがあった。それゆえ，教育の関心は被教育者とし

ての子供達一人一人がいかに成長し，幸福を実現するか

に基本的には向けられた。それは正しくペスタロッチー

の教育と社会の考え方に歩調を揃えるものであった｡閉）

しかしながら,問題は含まれていた。一口に子供への関

心と言っても，オーエンとニープの間には，大きな相違

があったのではないか，と我々は考える。オーエンの基

本的な関心は，彼の描いた理想的共同体（私有財産を否

定して，平等主義社会を作る)30)の建設にあった。そし

てその実現のために教育に重要な役割が与えられたと考

えられ〆子供自身の成長と幸福の実現に先んじて，まず・
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持，発展させていくための個人の教育の必要性，その為

の無償学校の必要性を説き，即ち教育こそ「詐欺，陰

謀，堕落，暴力を減じて，共和国の砦になりうる｣`のと

断言する。そしてかかる教育を奨励することは「政府の

第一の義務である｣狐）と述ぺるのである。クリントンは

また，社会全体の緒神的遺産を相続する可能性は，全て

の者のために存在しなければならないという観点から，

社会相続への人々の参加を，減じることではなく，増加

させねばならない。従って，この社会相続に，男性と同

様に女性，白人と同様有色人も参加させなければならな

いとして，人種，性，生活状況に関係なく全てのメンバ

ーに教育が公平に保証されることを国家・社会の義務で

あるとして強調したのである｡３７）

このクリソトソの理念の下にニューヨーク無償学校協

会は，その名が示すように無償の教育をとりわけ貧困児

童を中心に普及することにつとめた｡しかし，その学校

の基金は発起人，議会，法人からの寄付によってまかな

われており，その限られた額においては，協会は効率的

に学校を経営していく方法を考案することを余儀なくさ

れた｡38）そこで注目を浴びたのは，イギリスのアソドリ

ュー・ベルそしてジョセフ・ランカスターによって開発

されたいわゆるモニトリアル・システム（ランカスター

・システム）であった。－人の教師の監督の下，何人か

の年長の生徒がモニター（助教）として，各人が10人程

度の年少の児童の指導に当るという（モニターには手当

ては支払われなかった）この制度は従来の学校に比し

て，はるかに効率的で安価であった。さらには無宗派と

いう特徴もあって，1806年にニューヨークに開設される

や否や，アメリカ全土に急速に普及し始めた。クリント

ンは，ラソカスター・システムを「教育に新しい時代を

作るものであり，この世の貧しき者，悩めるものを無知

の支配から救い出すため，天から遣わされた恵みJ３，）と

して絶賛し，支援したのである。

しかしながら，１９世紀の最初の30年間最も普及した`の

（しかしその後，消えるのも速かった）ランカスター.シ

ステム，あるいは同時期に始められた日曜学校などは，

当初より共和国の真の教育施設とはなり得なかった。何

よりも，教育内容，方法そのものが粗末であった。ラン

カスターの学校のカリキュラムは聖書の一節の読み，書

きと，初歩的な計算という狭いもので，暗記が中心であ

り，その方法は極めて機械的なものであった。罰則，報

奨，競争心などが学習の動機づけになり，知識への好奇

心，他者との協力心等を鼓舞するような教育とは程遠い

ものであった｡`'）その結果，いづれも貧困な子弟のため‘
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理想社会への関心があった。一方，よりペスタロッチー

に近かったニーフはむしろ，子供自身自らどう成長し，

幸福になっていくかへの関心，あるいは，子供が教師の

意見を真理として，鵜呑承にしてしまうのではなく，自

らそれが善いか悪いかを問う合理的な批判能力を子供の

中で育むこと,３１）これらを教育の目標と考えた。その意

味で教育の結果をニーフはオーニンのように子供の外側

においてしまうのではなくて，子供自身によって生永出

していくものだと言う極めて個人的な立場から教育を考

えていたのである。

この両者の教育に対する考え方は，次のマンに至って

その両面価値的ともいえるジレンマとなって露呈してく

る。しかし，我々はこれらペスタロッチー主義の影響の

下に教育実験を行ったユートピアソ連の足跡の，アメリ

カ教育思想史上での意義を次のように総括してみたい。

それは，確かに教育に対する根本的な関心の違い，ある

いは微妙な食い違いがあったものの，ジェファソソの時

代にはどちらかと言うと，単に「個人」とか「国民」と

して漠然にしか把握されていなかった被教育者が，ニー

フを中心としたペスタロッチー思想の影響によって，自

ら知的，精神的好奇心を持ち，さまざまな喜怒哀楽を示

す所の大人とは異なるまさに「子供」として認識される

ようになったという事である。

（２）クリントンとランカスター・システム

ユートピアソ連が新しい土地で理想的教育を目指しつ

つ，試行錯誤していた一方で，この時期のニューヨーク

には貧民街の発生，疫病の流行，犯罪の増加など新たな

る都市問題が引き起こされていた。ボストンにあったよ

うな無償の公教育の施設が，１９世紀に入ってもなかった

ニューヨークでは，学校教育を受けていない児童が多数

存在していた｡32）そんな状況の中で財産家で，慈善的関

心の強いと言われるクエーカー教徒であったトーマス・

エディとジョン・マレーの二人が中心となって，貧しい

児童のための無償教育を推進するために，1805年「ニュ

ーヨーク無償学校協会」が創立された。そして初代会長

に当時ニューヨーク市長であったクリントンが掘えら

れ，彼がその発展に尽力することになる｡33）

クリソトンの教育思想は基本的にはジェブァソン以来

の共和主義的な教育の理念をそのまま継承している。即

ち，「共和国政府は人類の性質に最も適したものであり，

その福祉に最も好都合のものであり，その品位に最も資

する政治形態であることは明確である｣3`）と述べるよう

に，共和制の絶対的優位を確認する。そしてそれを維
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の慈善事業の域を脱するものではなく，就学数の墹加の

一助とはなったものの，クリソトンの当初の理想に反し

て結局，社会秩序維持のための階層的な教育，いわゆる

貧民教育的なものにとどまった。そして，良きにつけ，

悪しきにつけ，この慈善事業的な色彩の濃い教育は，マ

ン達の批判の対象となっていき，それが踏み台となっ

て，やがて，コモン・スクールの運動へと発展していっ

たのである。従って，「自由｣，「平等」という共和国の

理念が教育の上で試行される，つまり全国民に共通で無

償の教育を普及すると言う課題は，前述のユートピアソ

の活動も含めて，この時期の教育が「模索」しつつ残し

ていった極奇の痕跡を伏線にして次の時期になって顕在

化してくるのである。

を強柵している。

同時に，この時期になり，机上で描かれていた理想の

国家・社会は現実の姿を露わにし始めてきた。即ちマン

の目の前には多くの現実的問題があり，それらを公教育

の中でどのように解決していくかが彼に対して課せられ

た重要な探題であった。生産性の向上を目的とした有能

な労働者の育成の必要性，移民増加に伴う社会的混乱，

あるいは，資本の発達に伴い生じてきた箇裕階級と貧困

階級の分裂，それに伴う少年非行，ストライキ，暴動の

増加など。教育はその意味で，それらを解決する道具で

もありえたのである。マンはしばしばそれを強調した｡‐

時に，学校税徴収のために功利的観点から，教育ある労

働者の生産性の高さを，あるいは，教育を普及すること

によって，貧困を撲域し，社会を平等化すること，ある

いは，正しい礼儀，マナーを教え，社会悪，犯罪などを

消滅することを論じた。この現実的問題への対応は公教

育に対して無理解な入念に訴える手段として，行政官と

しての彼の必要上の態度であった｡`3）

しかし，マンがこの時期の教育思想の形成に中心的な

人物であるという評価が妥当であるためには，我含は彼

の上記のような国家・社会への教育の関心からの論拠と

平行して，子供に対する彼の認識の深さ，そしてそれを

公立学校と言う場に導いたことにその意味を見出ださな

ければならないと考える。マンにとって教育の対象であ

る被教育者とは子供，すなわち笑ったり，遊んだり，駆

け回ったりし，そして旺盛な肉体的，精神的好奇心を持

つ，文字通りの子供であった。そして学習においてはそ

の様な子供が自発的，自律的，あるいは喜びを持って,

知識を自ら獲得していくときそれは自由な仕事（free

labor）となり，真の学習が成立すると言う｡``)また，教

師に脅されながら，反発しながらではそれは奴隷の仕事

になると言う。この考えの背後にはペスタロッチー，あ

るいは所属するユニテリアンの影響からマンの中には子

供が自然の法則にしたがって成長すること，それゆえ，

子供の内部にある善性を育んでいくことが教育において

重要であると言う確信があったと考えられる｡４`】

従って，マンがこの様に被教育者(子供)と学習観をと

らえる時，教授の方法とは一方的,服従的なものでなく，

彼らに学習の動機を与えるという，努めて援助的な意味

が強まるのである。「子供の学習においては動機が全て

である」としばしば強調する4の。マンは1843年ヨーロッ

パに教育視察に行った際，プロシアの教室に大きな感化

を受けている。彼によれば,プロシアの教師は,｢書物を

持たない。彼はそれを必要としないのである｡､彼は全精

３．椎進期

1830年以降，マサチュウセッツなど工業都市で産業資

本主義が急速に伸長し，それに伴って，移民の墹加，児

童労働，貧困児童などの問題が台頭してきて，アメリカ

社会の変化は，とりわけニューイングランドを中心に，

そのペースを速めた。それを背景に,この時期になり，ジ

ェファソン期に提唱された様上な教育の理念は，マサチ

ュウセッツのホーレス・マン，コネチカットのへソリー

・パーナード，ミシガンのジョン・ピアースなど有能な

指導者の下で，公教育運動と言う形をとってその実現を

見ていく。我々はこの一連の公教育運動の全般的傾向，

及びその教育学的意味をこの時期の教育行政の糸ならず

教育思想に対しても多大な影響を残した，マンを中心に

考えていく。

ホーレス・マン（1796-1859)は，周知の如くマサチュ

ウセッツ州の初代教育長であり，「アメリカ公立学校の

父」と呼ばれ，公教育制度の実現に尽力した人物であ

る。彼の思想的立場は，基本的にはジェファソン以来の

アメリカIE国の指導者達が共通に抱いていた理念，啓蒙

思想に基づく自由，平等などに支えられた共和政体を最

上の政治形態とし，その理想国家としての共和国を繁

栄，維持するために国民教育の必要性を説くものであっ

た。「今や国あるいは州の政治は，ことのほか複雑化し、

その役割がますます重大化しつつある今日，共和政治の

下にある市民は，共和政治の本質や機能について何らか

の知識を持っていることが必要である。ましてや選挙権

を成人したその時点で付与される青年が，かような共和

国に対する豊かな知識を持つのは当然のことであり，共

和政治)の維持・発展にとって何が一番大切かといえば，

共和主義者の育成である｣`2）と教育に対する政治的期待
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共通な学校(ａｓｃｈｏｏｌｃｏｍｍｏｎｔｏａｌｌｐｅｏｐｌｅ),即ち貧

富，男女の別なく，全ての子供の教育に対する権利とし

ての学校に外ならなかった｡"）ここにマンは明確に，ア

メリカ建国の理念をコモン・スクールという形で具体化

しようとしたのである。そして，他方において，ジェフ

ァソンの時代には単に「国民｣，「個人」として漠然とし

かとらえられていなかった被教育者を明確に「子供」と

して発見し，それに基づく近代的な教授法を公立学校に

提唱した。しかもそれを，ニーフ達のようにユートピア

としてではなく，全州民に共通である公教育の場に導入

しようとした。ここにマンの最も思慮に富み，独創的と

も言えるアメリカ教育思想史上での意義を見出だすこと

ができる。例えば，マンは次のように述べる。「全ての

子供は彼が家庭で持つような愛情と知恵を，学校で見出

だすべきである。もしくは，もし彼が家庭で知恵も愛情

もないなら，彼は学校でそれらをなお一層見つける必要

があるのだ｡｣"）

だが，ここでマンは新たなる問題を教育という場に持

ち込んだことになる。マンのみならず，この時期の思想

的リーダー達は，被教育者（子供）個人の成長や幸福の

実現への関心，本論で示してきた所の子供への関心，を

強く持っており，教育のこのような被教育者（子供）へ

の関心は，ジェファソソのそれとは比較にならないほど

大きくかつ深いものであったと考えられる。ジェファソ

ソの教育の個人的な期待は，１８世紀の啓蒙思想の影響に

よる自然権思想を根本原理として発想されており，その

立場は，コソドルセ，あるいはルソーと言った思想家に

共通するように，（理想的）国家・社会への関心と言う

政治的期待の濃いものであった。それに対し，マンのそ

れはむしろ，ペスタロヅチー主義の思想の教育と実際の

接触を求めるのであり，むしろ子供の内部にある善性を

育むことに強い関心を持っていたと考えられるからであ

る。この結果，ジェファソン達の考えていた教育の図式

~然るぺき教育によって，然るぺき個人が育成され，

よって然るぺき国家・社会が出来上がり,そこに矛盾が

ない－はマンに至りその内容を一層具体化，現実化さ

せ，次のようなジレンマを生んだ。個人は「子供」にな

り，国家・社会は産業資本主義の台頭などで，前述のよ

うに様々な社会問題に直面した現実的国家・社会の姿を

露わにした。子供への関心，言わば人間への関心に立っ

た教育がまた同時に，どのようにして現実の社会問題を

解決し得るのか。子供を真に「自由」に(帆自由〃はマン

の教育理念の指標でもあった）育てようとすれば，むし

ろ具体的な社会問題への関心はしばしばそれの妨げとな
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神から教える"7）そして「クラスのあちこちをすばや

くゆききしながら，あまり活発でない子供を励まし，愛

情を与えながら，生徒の中に混じって｣`8）いたのであ

る。同時に，子供達が，「席を立ち上がり，両手を上げ，

目を輝かせ，そして教師の色チョークの魔術の下に現わ

れてくる様盈な場所の名を呼ぶとき，彼らの声は殆ど耳

をつんざくばかりになった｣`，）と生き生きと学ぶ姿を見

る。この様なことから，あるいは，ペスタロヅチーなど

の影響からマンは，教室の中では教師と生徒の間にはつ

ねに敬意，愛情と信頼が通わなければならない。また，

その様な状態になってこそ子供の側に知識を受けること

の「意識的な同意と協力｣60）が生まれて，真の学習，つ

まり子供が主体的に知識を獲得していくことができるよ

うになる事を理解するのである。

このようなつとめて主体的，自律的な人間観，子供観

に立って教育を考えていく姿勢は，既に触れた前の時期

のニーフ，あるいはこの時期の超越主義を唱えたニマソ

ンやオルコット，またペスタロヅチーの教授原理に基づ

いてまもなくオスウィーゴー師範学校を推進するシェル

ドソなど，優れた思想家，実践家の中lこも見出だすこと

ができる。その意味で19世紀中葉のアメリカ教育思想の

中においては，古いピューリタンの性悪説的な子供観を

脱皮して，自律的，主体的な存在としての子供，自ら善

へ歩ゑうる子供観を明確に教育の中で定着させた事にな

る。

しかし，マンがアメリカの教育思想に残した意義と言

うのは更に一歩進めて，このつとめて近代的とも言える

子供観，教授観を公立学校（コモン・スクール）という

場において実現しようとしたことにある。つまりそれ

は，既に述べたように一方において，ジェフアソソ以来

の建国指導者達が基本的に有していた理念，「自由｣，

「平等」の下に全ての国民に教育を普及することの実現

であった。それについてマンは，子供達が「食ぺ物への

権利が出生と同時に始まるように，知的および道徳的訓

練に対する権利は，少なくとも普通子供が就学するその

ような早い時期に始まる｣５１）として，子供の教育権を絶

対不可侵の自然権として確認し，その様な教育を配慮す

るのは政府の義務であると断言する。マンによれば，公

立学校とは，ラソカスター・システムや日曜学校のよう

な慈善学校でも，貧民学校でもない。それらは，金持ち

が貧民対策として，教会や博愛主義者達が言わば．`お情

け，，として与える学校であり，人間の権利としての学校

ではないと言う｡`2）マンの推進したコモン・スクールと

は，このような階級的な学校ではなく，全州民に対して
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りはしないだろうか。このようにして，マンのような教

育長として行政的立場からの国家・社会への関心と，い

わば人間的な関心とも言える子供への関心という二つの

関心の間に生ずる矛盾，緊張，葛藤をどのように調整，

脇合させて教育を推進していくか，という新たなる問題

に以後のアメリカ教育思想は，直iiiしたことを意味する

のである。

けた第三期として，ホーレス・マンのコモン・スクール

運励の時期がくる。この時期は，一つの面ではジェファ

ソン期の思想，即ち「自由｣，「平等」の理念の下に国民

教育制度を創設しようとする考えを継承した時期であ

り，他方，ヨーロッパの教育思想，とりわけペスタロッ

チー主義の教育思想が，マンをはじめとする当時のアメ

リカの教育者達によって強く意識され始めた時期でもあ

った。即ちマンらはジェファソン期の理念，そしてその

次のユートピアンらの理念を伏線にして，１９世紀中葉の

様々な現実的問題を考慮しながら，いわばそれらを統括

する機能としてのコモン・スクールを案出したのであ

る。我々はここにジェファソンからマンに至る一つの歴

史的展開を見ることができるのではないか。

ただ今回の報告は，今後の研究の土台造りというこ

と，また紙幅上，かなり抽象的，大ざっぱな形での整理

になった。ここに報告したアメリカ教育思想史の詳細な

腰Ｉ)Mに関しては，１，】々の事例を多くの資料と綿密な分析

で検討すること，またジェプァソン以前とマン以後との

思想的脈絡を明確にすることなど，いずれも今後の研究

課題とせざるをえない。それらの研究Iま，ここに紹介し

たアメリカ教育鰯思想上興味深い－つの時代をより明らか

にするであろうし，あるいは新たなる関心の下に再認識

させる可能性を生むことになるであろう。

むすび

以上のようにジェファソンからマンまでの時代を，１８

世紀後半の独立革命期，１９世紀初期の模索期，そして１９

世紀中頃の公教育運動の推進期という３つの時期に分

け，「国家･社会への関心」と「子供への関心」という1il1j

面価値的な教育学上の視点から，歴史的展開に従って，

それぞれの時期の教育者の思想の全般的特徴を整理して

象た゜マンの時代に関しては，本来はマンとも親友であ

り，同時代にコネチカット州で教育長としてコモン・ス

クールの実現に努力したパーナードについても考慮にい

れる必要があっただろう。ただ，本稿では，思想家とし

てのパーナードの量の大きさと質の深さを限られた紙IiIHi

の中で論じることには，無理があると認められたため，

今後の検討に回すことにした。

さて，これまでの議論から，ジェファソンからマンま

での時代は，国家・社会への関心と個人（子供）への関

心という教育学上の二方向の基本的視点のその内容は，

段階を踏みながらも，教育施策の中に顕著に現れて，一

の流れを形成していることが明らかになったと思われ

る。それは，まず第一期は，一国の独立と国家の形成期

という特殊事､情を背景として，国家・社会の形成，維持．

の関心という言わば政治的な役割が教育に大きく反映さ

れる反面，１８世紀の啓蒙思想の影響により古い束縛から

の解放とともに個人（被教育者）の自由と幸福のための

教育の役割が認識された時期であった。続いて第二期に

は，あくまでも被教育者個人に着目したペスタロッチー

主義思想の教育とその実践がニーフら外国からきた教育

者によってもたらされた。ペスタロヅチー主義の学校は

それ程長く続かなかったし，当時のアメリカの社会的，

政治的実情とは，無関係に存在していたように見える。

しかし，彼らユートピアンのもたらした新しいヨーロッ

パの教育思想が，とりわけ被教育者としての子供観の定

着に，またその後のアメリカの教育者達の思想形成に影

響を与えたに違いない。またこの時期には，ラソカスタ

ー・システムの爆発的流行に見られるように，教育の量

的機会に対する期待が高まっていった。そしてこれを承
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